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　嵯峨野高校校有林（以下、校有林）における森林のもつ水源かん養機能や洪水緩和機能について研究を継続

してきた（松木, 2019）。本研究では、校有林および土壌生成因子の異なる他地域において、土壌断面調査と

土壌物理性調査を実施し、森林土壌がもつ保水能について明らかにすることを目的とした。調査の結果、校有

林の土壌は湿潤性褐色森林土、うみほし公園（京都府北部）の土壌は、弱乾性褐色森林土、赤色系褐色森林

土、グライ土に分類された。これらの土壌の保水能は地形因子が大きく影響していた。また、うみほし公園の

谷部では、気相率が低く、透水性が悪いことから、雨水はホートン型表面流となる可能性が示唆された。
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